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（
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
一
条

海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、
遅
滞
な
く
」
を
「
場
合
に
お
い
て
」
に
改
め
、「
図
る
た
め
」
の
下
に
「
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」
を
加
え
、「
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
に
係
る
開
発
計
画
の
達
成
」
を
「
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
増
殖
又
は
養
殖
の
推
進

に
よ
る
漁
業
生
産
の
増
大
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、」の
下
に
「
都
道
府
県
が
開
発
計
画
を

定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
」
を
加
え
る
。

（
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
二
条

農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
二
項
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
二
号
ず

つ
繰
り
上
げ
、
第
九
号
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と

し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
大
綱
を
定
め
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

一

農
村
地
域
に
導
入
さ
れ
る
工
業
等
へ
の
農
業
従
事
者
の
就
業
の
目
標

二

農
村
地
域
へ
の
工
業
等
の
導
入
と
相
ま
つ
て
促
進
す
べ
き
農
業
構
造
の
改
善
に
関
す
る
目
標

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
五
条
第
三
項
中
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
三
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず

つ
繰
り
上
げ
、
第
十
号
を
削
り
、
同
条
中
第
十
二
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
一
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
十
項
を

第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
公
表
す
る
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と

し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
三

項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

実
施
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

一

導
入
さ
れ
る
工
業
等
へ
の
農
業
従
事
者
の
就
業
の
目
標

二

工
業
等
の
導
入
と
相
ま
つ
て
促
進
す
べ
き
農
業
構
造
の
改
善
に
関
す
る
目
標

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
三
条

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項

と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
に
」
を
「
第
二
項
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
第

二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
基
本
方
針
の
内
容
と
調
和
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

水
産
動
物
の
種
苗
の
生
産
及
び
放
流
並
び
に
水
産
動
物
の
育
成
に
係
る
技
術
の
開
発
に
関
す
る
事
項

二

前
項
第
二
号
の
種
類
に
属
す
る
水
産
動
物
の
放
流
後
の
成
育
、
分
布
及
び
採
捕
に
係
る
調
査
に
関
す
る
事
項

三

そ
の
他
水
産
動
物
の
種
苗
の
生
産
及
び
放
流
並
び
に
水
産
動
物
の
育
成
に
関
し
必
要
な
事
項

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
七
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
七
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
号
中
「
第
七
条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
七
条
の
二
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
四
条

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五
十
四
年

法
律
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
大

臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
二
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
地
力
増
進
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
五
条

地
力
増
進
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
地

力
増
進
対
策
指
針
に
は
、」の
下
に
「
お
お
む
ね
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
く
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」に
改
め
る
。

（
集
落
地
域
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
六
条

集
落
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
定
め
る
も
の
と
す
る
」
を
「
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お
い

て
は
、」の
下
に
「
集
落
地
域
の
位
置
及
び
区
域
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
ほ
か
、
お
お
む
ね
」
を
加
え
、
第

一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
五
項
及
び
第

六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
公
表
す
る
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
当
該
集
落
地
区
計
画
の
目
標
そ
の
他
当
該
区
域
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針
並
び
に
」

を
削
り
、「
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を

第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
の
う
ち
、
集
落
地
区
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
」
を
「
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

４

集
落
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
集
落
地
区
計
画
の
目
標
そ
の
他
当
該
区

域
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針
を
都
市
計
画
に
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、」の
下
に
「
そ
の
区
域
を
定
め
る
ほ
か
、
お
お
む
ね
」
を
加
え
、
第
一
号
を
削

り
、
同
項
第
二
号
中
「
前
号
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中「
第
一
号
の
」

を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
一
号
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

（
市
民
農
園
整
備
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
七
条

市
民
農
園
整
備
促
進
法
（
平
成
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
定
め
る
も
の
と
す
る
」
を
「
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
一
号
を

削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
六

項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
変
更
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
市
民
農
園
の
整
備
の
基
本
的
な
方
向
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
獣
医
療
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
八
条

獣
医
療
法
（
平
成
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
は
」
の
下
に
「
、
基
本
方
針
に
即
し
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
定
め
る

も
の
と
し
、
そ
の
内
容
は
、
基
本
方
針
の
内
容
に
即
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を「
定
め
る
も
の
と
す
る
」

に
改
め
、
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

３

都
道
府
県
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

一

獣
医
師
の
確
保
に
関
す
る
目
標

二

相
互
の
機
能
及
び
業
務
の
連
携
を
行
う
施
設
の
内
容
及
び
そ
の
方
針

三

診
療
上
必
要
な
技
術
の
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
獣
医
療
に
関
す
る
技
術
の
向
上
に
関
す
る
事
項

四

そ
の
他
獣
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
整
備
に
関
し
必
要
な
事
項
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